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大形オペレーティングシステム"VOS3”におけるTSS
Time Sharing SYStemin VOS3

電子計算機の利用形態が多様化,複雑化する一方,ハードウェアコストとソフト

ウェアコストの逆転から,効果的に,かつ容易に,プログラム開発及び問題解決を

行なうため,使いやすいTSS処章里が望まれている｡これに対し,HITAC Mシリー

ズの最上位の大形オペレーティングシステムであるVOS3でTSSを開発した｡

その特長は次に述べるとおr)である｡

(1)使いやすさを配慮し,エディタなど会話のための指令(コマンド)が豊富で,

IF-THEN-ELSEなどを用いたコマンド群の実行制御が可能である｡

(2)TSS言語プロセッサ及びデバッグ支援機能が豊富である｡

(3)バッチ,オンラインリアルタイム処理などの処理形態とTSSを統括して,大規

模システムを連用するための機能を準備している｡

(4)応答時間を最適に保つための資源集中管理プログラム及び端末入出力の非同期

方式などを採用している｡

(5)機密保護の強化を図ってし､る｡

(6)信頼性,可用性を強化している｡

(7)同一のプログラム及びライブラリをバッチ処理とTSS処理で利用が可能である｡

□ 緒 言

近年,電子計算機の分野では利用形態が多様化,複雑化す

ると同時に,情報量の増大も著しく,それに十分対処できる

システムが要求されている｡一方,プログラム作成費用及び

システム運用費用の多くを占める人件費の高騰が著しく,ハ

ードウェアコストとソフトウェアコストの逆転から,効果的

に,かつ容易に,プログラム開発及び問題解決を行なうため

に,多数のユーザーが電子計算機を会話形で使用できる適応

件の高いTSS(Time Sharing Systeln:タイムシェアリング

システム)処理が望まれている｡

このような背景のもとで,HITAC Mシリーズの最上位の

大形オペレ【ティングシステムであるVOS3(Virtual-StOrage

Operating System3)で不特定多数のユーザーの使用に十分

こたえることのできる大規模TSSを開発した｡

VOS3 TSSは,HITAC5020 TSS及びHITAC8800,

HITAC8700のOS7 TSSの開発の経験を生かし,大規模シ

ステムで｢使いやすいTSS+を目指すため,図1に示すように

TSSとして使いやすさを十分意識した機能の実現と同時に,

バッチ処理,オンラインリアルタイム処理などの処理形態と

融合できる機能の実現を設計目標としている｡

‾最初に市場に出たのは昭和52年7月であり,その後,多数

のユーザーに利用され,版を重ね出荷を継続している｡

以下,VOS3 TSSの特長について紹介する｡

臣l 特 長

図2にVOS3 TSSのシステムプログラム構成を示す｡

2.1 使いやすさの配慮

TSSの目的は,端末でユーザーが計算機と会話をしながら,

人間の力をより創造力の発揮に振り向け,能率よく作業を行

なうことを可能にすることにある｡図3にプログラム開発での

バッチ処理とTSS処理の作業手順の比較を示した｡TSSで,
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図2 VOS3TSSのシステムプログラム構成 特にTSSに関係す

るプログラムだけを示す｡

ユーザーの生産性を向上させるためには,端末での人間の思

考過程を中断させないように,キータッチ数が少なく,応答

時間が短いなど,操作作が良いことが必要である｡VOS3

TSSでは,次の機能を提供することにより,端末でのユーザ

ーの生産性の向上を実現している｡

(1)エディタ

端末でプログラムの開発あるいはデータの投入を行なう場

合,エディタを用いる｡一般に,端末から投入する仝コマン

ド数(端末ユーザーからシステムへの指令をコマンドという｡)

の60-70%はエディタのコマンドであり,エディタの使いや

すさが端末ユーザーの生産性に大きく影響する｡

(2)TSS用言語プロセッサ

図2に示すように,目的に応じて,プログラム開発あるい

は問題解決を答易にするため,豊富なTSS用言語プロセッサ

を用意している｡TSS専用言語プロセッサに加えて,バッチ

で使用可能なほとんどすべての言語プロセッサをTSSオブシ

表l VOS3TSSのエディタ 編集の対象及び端末の種類ことに,各

種の操作性が良く,強力なエディタを用意Lている｡

種 類 特 徴

EDIT
汎用エディタ プログラム編集向

タイプライタ,ディスプレイ端末用

DESP

コマンドの速攻入力による編集のほかに,直接,画面上の文字列
あるいは行をカーソルなどで指示Lて編集が可能な画面エディタ
である｡このほか,構造化プログラミング支援機能をもつ(プロ
グラム編集向き)｡
H-9415-1りトト9415-19ディスプレイ専用

SOEDlT

ジョブの処≡哩結果であるSYSOUTを,ラインプリンタに出力する
前に,ページ単位あるいはデータセット単位に取捨選択するSYS

OUT編集機能をもつ｡
H-9415-1りH-9415-19テ2ィスプレイ専用

注:略語説明 DESP(Display Editor for Structured Programming)

SOEDlT(Sysout EDITor)
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図3 バッチとTSSにおけるプロクうム開発過程 TSSでは思考の

中断がないため,効率が向上する｡-◆は思考の中断を示す｡

ヨンを使用することによりTSSでも利用することができる｡

(3)デバッグ支援機能

効果的に端末からデバッグ作業を行なうために,表2に示

すように各種の言語ごとにデバッグ支援機能を準備している｡

デバッグ支援プログラムのうちFORTRAN会話デバッグを例

にとると,プログラムデバッグを効率よく行なうため,サブ

コマンドが多数用意されている｡図4にその例を示す｡

構文チェッカは,EDITでプログラムの作成を行なう場合,

一文が入力されるごとに構▼丈をチェックし,誤りがあれば直

ちに修正を行なうことができる機能である｡

(4)コマンドマクロ化機能

複数個のコマンドを1回の呼び出しで実行することができ

れば,それだけ操作性が向上する｡VOS3TSSでは,次の

コマンドプロシジャ機能:を用意し,これに対処している｡

(a)ユーザーごと及びセンタ管理者のコマンドプロシジャ

のライブラリの保有

(b)DO-WHILE-END,IF-THEN-ELSEなど,高級言

語レベルでの個々のコマンド実行の流れの制御

(C)記号パラメータ及び組込み関数による制御

表2 デバッグ支援機能 TESTは周2のTSSユーティリティに含まれ

る｡オブジェクトモジュールとは,ソースプログラムをコンパイル,アセンブ

ルLたものであり,ロードモジュールとはオブジェクトモジュールをリンケー

ジエディタで処理したもので,即実行可能な形式のモジュールであろ｡

分弓頃 項 目 内 容

デ
TESTコマンド

BASICデ/ヾッグ

アセンブラプログラムのオニ7ジェクト及びロードモ
/ヾ

ツ

グ

ジュールレベルのデバッグに利用

BASICコマンドのサブコマンドでBASICプログラム
支
援
プ

サブコマンド のデバッグに利用

FORTRAN FORTRANプログラムのオブジェクト.及びロード
ロ

グ
ラ

会話デバッグ モジュールレーくルのデ/ヾッグに利用

チェック型 最適イヒPL/Ⅰと同一の言語仕様で.ソース,オブジ
ム

構

PL/Ⅰ ェクト及びロードモジュールレベルのデバッグに利用

BASIC EDITによるBAS】Cプログラム作成時に,一文ごと
チ文
エ

ツ

構文チェッカ の構文のチェックに利用

FORTRAN EDITによるFORTRANプログラム作成時に 一文ご
力 構文チェッカ との構文のチェックに利用
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図5にコマンドプロシジャの例を示す｡

(5)操作性向上機能

(a)HELP機能によr),英文,ローマ字あるいは仮名文字

でコマンドの文法及び機能を端末に出力することにより,

マニュアルの替わり となる｡

(b)入力催促機能により,コマンドの必須オペランドや文

法誤りのオペランドの問合せを行ない,コマンドの先豆白か

らの入れ直しを少なくする｡

(c)エラーメッセージあるいは入力催促メッセージなどに

対して,ユーザーの要求により,より詳細なメ､ソセージを

出力する｡

(d)コマンド,オペランドの省略形を用いることにより,

コマンドの入力時間が短縮され,入力の際の誤r)が少なく

なる｡

(e)端末からの割込みによってコマンドの実行を中断させ,

その後,別のコマンドを実行したり,中断点から実行を再

開することができる｡

(f)TSSコマンドバッチ実行機能により,TSSコマンド群

をバッチジョブとして実行することができる｡

(6)TSS端末

効率よく計算機と会話をするためには,操作しやすいTSS

テハーノグを行なうソースプログラム(PR〔氾A)の表示
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TRACE OFF
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図4 FORTRAN会話デバッグのイ吏用例 アンダーライン部分は,端

末からの入力を示す｡
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図5 コマンドプロシジャの例 標準のEDITとそのサブコマンド

(アンダーライン部分)とコマンドプロシジャ機能を組み合わせたエディタであ

る｡二のコマンドプロシジャ中では,OPE,CLO,+】S,AJT,SEAのサブコ

マンドで編集を行なう(各々,EDIT,END,+lST,CHANGE,F】NDに対応す

る)｡前に入力Lたサブコマンドのオペランドを記憶Lておく機能をもつ｡

端末が必要である｡VOS3 TSSでは表3に示す各種の端末

を使用することができる｡

2.2 容易なセンタ運営

VOS3ではシステム全体を統括する次のセンタ運用機能を

準イ荷している｡

(1)ユーザー管至堅

バッチ及びTSS処理の不特定多数のユーザーを同レベルで

統一---的に管理する｡ユーザーは各々ユーザー識別名が与えら

れ,バッチジョブの申込み時あるいはTSSの端末からの開始

時に,この識別名を指定する｡システムはジョブごとに指定

されたユーザー識別名により,使用資格のないユーザーの不

当侵入を防ぐ｡

(2)子実算管理

TSS及びバッチで,ユーザーごとにセンタ管理者が設定し

た課金の予算内でのシステム資源の配分を,システムが自動

的に管理する｡

(3)データセット管理

TSS及びバッチで,ユーザーごとにデータセットのスペー

ス量の合計及びデ【タセット数の上限を設定し,この上限チ

ェックをシステムが自動的に行なう｡これにより,ユーザー

が不当に多量のスペースのデータセットを確保することによ
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表3 VOS3TSS端末 特に什9415ではTSSに向いたキー配

列のキーボードを用意Lている｡

形式 形 名 特 長

テご

イ

ス

プ

レ

イ

形

H-9415-11M/S

14in CRT,80文字×24行
英数字,仮名

ハードコピー TCE経由:VDTと並行出力
VDT直結

特定回線l′200bps.2.400bps及び4′8D8bps

公衆回線事,200bps
チャネル直結
画面エディタ(DESP)及びSYSOUT編集

(SOED】T)が使用可能

H-9415-29S

14in CRT,80文字×24行

(諾茎:夏祭文字
ハードコピー ビデオデータターミナル直結
特定回線l.200bps,2′400bps
タイプライタイメージ.画面スクロール

文字列発生イ幾首巨

H-8844-10
グラフィックディスプレイ

llln蓄積形,74文字×35行,文字63種
H-8844-I2 llin蓄横形,74文字×35行,文字94種
H-8844-14 19in蓄積形,133文字×64行,文字94種

BGSP(グラフィックサフ1レーテンパッケージ)使用可能

タ
HT-5214

HT-5215

岳

英数字,仮名
英数字,英小文字

イ 公衆回線及び特定回線 300bps

感熱印字方式
プ

ラ

イ

タ

形

HT-5215 カセットテープ付

HT-5212-l

英数字,仮名
英数字,英小文字
英数字,APL文字

HT-5212-2 公衆回線及び年寺定回線 300bps

感熱印字方式
H-5212-1 ポータブル形

る音昆乱を防ぐことができる｡

2.3 システム効率及び性能向上への配慮

(1)多重仮想記憶方式の採用

個々の端末のユーザーごとに別々の仮想記憶装置(16Mバ

イト)を与える｡このため,記憶装置利用の自由度が増すの

で実記億万式や単一仮想記憶方式のシステムに比べ,大規模

なTSS処王空で実記憶装置の使用効率がよく,広いアドレス空

間によ-),プログラムの作成と保守が容易になる｡また,共

通70ログラムの仮想記憶装置上への常駐化が可台巨になり性能

が向上する｡

(2)資源集中管理2)･3)

CPU(中央処理装置),実記憶装置及びチャネルの管+哩を

RCM(Resources Centralized Manager:資源集中管理)で

集小的に行ない,備に総合的な判断により,二経過な資糠利用

を可能にする｡すなわち,各ジョブに与える資源の量をあら

かじめジョブごとに指定した基準に従ってバランスさせ､タ

ーンアラウンド時間及び応答時間を保証するf別御を行なう｡

入出力要求の多少,CPU専有の多少の要素のほかに,ジョフ､

が享√乏したサービスの度fナを,ジョブの実行優先順位に反映

させ,初期優先権指定機能により,インタラクティブなTSS

ジョブの応答時間を保証する｡

(3)端末入出力のバソファリング

TSSジョブの入出力要求と端末入出力動作を非同期に処理

することにより,TSSジョブの主記憶装置と補助記憶装置間

のJ_tiし入れの回数を減少させ,応答時間を知縮する｡

(4)拡張スワップデータセット4)

TSSジョブごとの領域を柚助記憶+Lの連糸売した領域に掃き

出すことによI),補助記憶入出力経過時間(デバイス占有時間)

を減少させる｡

このほか,ワーキングセット方式による主記l意装置の管理

及びデマンドスワッピング機能などの性能向上への配慮を行

なっている｡

2.4 機密保護の強化

TSS処理では,多数のユーザーが端末からシステムを共向
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利用するため,ユ【サー仰の機密を保.攫することが重要であ

る｡VOS3では,多重化想i言亡l法‾方式により,他のユーザーか

⊥一っ計比内芥が破壊されたり,塩み出されたりすることがない｡

また,次のことを考廠Lている｡

(1)パスワード

ユーザーパスワードは,システム使用時に指定することに

より,不当ユーザ【のアクセスをIj〟く､-｡特に,数字ユーザー

パスワードは,暗号化により､機密保推を強化する｡データ

セット単位に設;主可能なデ【タセ､ソトパスワードは,データ

セットをアクセスするときの妥当性のチェックに使川される｡

(2)SAFE(Security Administration FEature)

データセットの機密イ米誰と共用を管理する機能である｡デ

ータセットは,ユーザーあるいはユーザーのグループごとに,

作成時に所有権が設定され,当該データセットに対する他人

のアクセスが禁止きれる｡他人に共鞘を許すには,所有薪が

読み込みだけ､叶(READ)とか書き込みも可(UPDATE)など

の権r社主を他のユーザ【に与えることにより行なう｡

2.5 信頼性及び可用性の保持

(1)回線を再接続することにより,通イ言ゎ】線の接続が断たれ

ても,以前の処理を続行することができる｡特に,特定通イ‾さ吉

川線より伝送品質が一般に劣る公衆通信担1線を佐川している

場†㌻に効果がある｡

(2)編集中に,TSSジョブが輿瑞終了するとき,データセッ

ト内容を自動的に退避し,カタログに壬呈録する｡

(3)編集中に,システムダウンか発生した場合でも前岨の編

集内容を保障し,編集処理を続行することができる｡

2.6 バッチ処理との互換性の保持

TSSで作成したプログラム,デ【タセット及びカタログを

他の処理形態で使用することができ,その逆もまた可能であ

る一=.ユーザ【は状況に応じた連用形態で作業を進めることが

できる｡

田 結 言

二の論文ではVOS3TSSの特長について説明した｡現在

までに,TSSはVOS3の大部分のユーザーのシステムで使用

されており,ニーズも多様化L,実動端末台数も多くなって

きている｡例えば,1)‥般企業で設計計算,生産計画,販売

管理及び1jニ算管理などの分野で,バッチ処理と並行して,TSS

が利川されている｡大学センタでは,バッチ,TSS共存形シ

ステムあるいはTSS主体の教育用システムが構築されている｡

また,従来,データベースをアクセスするオンラインリアル

タイムシステムをTSSによるデータベースアクセスのシステ

ムに移行した例もある｡

今後,更に｢使いやすいTSS+を臼指し,操作性向【Lのため

の機能の追加,大規模TSSとしての性能改善及び"HNA''(Hi-

tachiNetwork Architecture)ネットワークでのTSSの適用

などに努力を重ねていく考えである｡
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